
令和６年度 大阪府立福泉高等学校 第１回学校運営協議会 議事録 

令和６年７月２５日 

於：本校会議室 

 

１ 学校長挨拶 

 

２ 委員長選出 

 

３ 委員長挨拶 

 

４ 学校運営協議会委員、事務局員自己紹介 

 

５ 学校経営計画について（校長より） 

 

 大幅な定員割れからスタートした。学校は、ここ 4.5 年で急激に変化した。令和２年度

〜３年度より大幅な定員割れが始まった。理由は、私学の無償化、少子化、通信制高校を選

ぶ生徒の増加があげられる。 

入学生は、学力低下と中学から不登校生徒が増加傾向にある。遅刻や欠席を繰り返す生徒

も多く、昨年148名の不登校生徒がいたため、今年度は、教育相談体制を強化した。不登

校重点校として、SCの来校日数を多く配置し、支援を広げている。 

 学校を根本から変えるために…「生徒のために」を合言葉に生徒理解のための年 5 回の

教員研修を行っている。 

   

 懲戒が多くて毎日数件発生している。懲戒以外にも、制服を着れていない、メイク、自転

車の二人乗りなどマナー面の課題は多い。現状を正すことが難しい状況にある。 

  

 

＜委員より＞ 

・ずっと低偏差値が続いている。勉強の苦手な生徒が入ってくるイメージがある。 

・登下校時に喫煙等の問題行動が多いことを理解しておいてほしい。 

・美術の作品とてもいい。勉強は苦手でも伸ばせるところがある。地域の人達にも子どもの

いいところを見てもらう 「幸福の泉」 

・自己肯定感や自己有用感を育てる。見回りも含めて、地域との交流も欠かさずに行ってほ

しい。 

 

 



6.今年度の取り組み状況について 

 

生活指導部 

 ３つの目標：①全体指導②未然防止③初期対応を掲げた。重大事象は減少傾向にある。 

 

教務部 

 授業の充実と考査の適正実施を行った。 

 

進路指導部 

現在、応募前職場見学に一人約2社行っている。 

昨年度から、進学者より就職者のほうが多い傾向にある。 

下級生にも早い段階から進路意識を持たせるように、担任がこまめに面談等しながら一

人ひとりが進路決定に取り組んでいる。 

 

生徒会 

4月 17日に新入生歓迎会、5月31日に体育祭、6月13日に前期生徒会役員選挙を実

施し、10月 25日に文化祭、12月 12日に後期生徒会役員選挙を実施予定 

卒業式に向けて生徒会執行部中心となりステンドグラス制作進行予定 

 

学年 

１年 当初多かった授業遅刻・懲戒件数が減少傾向になりつつある。 

学習方法がわからない生徒が多いので、担任より声掛け・相談を数多く行っている。 

２年 93名でのスタートした。 

重大問題は減少したが、人間関係でのトラブルが増加傾向にある。 

学習面では、3分の2の生徒が欠点を有し大きな課題となっている。 

11月に沖縄へ修学旅行予定。クラス行動予定が多いのでうまくコミュニケーショ

ンを取っていいものになるように指導してゆきたい。 

 

３年 １年１８０名→２年１３４→３年１０９と年々減少となっている。 

不登校者が多いが、１学期 懲戒指導なし。 

    就職活動を通じて成長に繋がっている。 

 

事務室  

 設備について。トイレを洋式に変えていく。９割様式になる。 

 技師を委託業者へ 

  



＜委員より＞ 

・ステップ高校のように、１限目の時間を遅くする等できないか。不登校の生徒の居場所づ

くり、寄り添いをして欲しい。 

 

・生活指導部について、SNSが問題となって不登校につながったりは？ 

→友人との写真を許諾なくアップロードしてしまう、いじめ指導の案件ややり取りの中で

誤解発生からトラブルに繋がる等の例もあった。生徒に実態捉えて打つ手を考えることも

必要。 

・アルバイトは？遅刻につながっていないか？ 

・携帯代稼ぐためにアルバイトしている生徒多いのでは？生活実態を把握しながら、生徒と

相対する時間をとって、寄り添うことで変わっていくこともあるのでは。 

 

・進路指導部について、辞職率はどのようなものか？ 

→統計はとっていないが、企業側や生徒から連絡来る場合もある。今年の春に就職した生徒

で欠勤が続いているという連絡があるのは3名ほど。 

・就職させることを目的にしてしまうとよくない。勤労観等を意識して働く意義を考えさせ

ることをしないとなかなか続かないかもしれない。 

・進路について、進路別バス見学とは？ 

→2年生全員10箇所〜15箇所から自分の興味に合わせた大学や専門学校や企業へバスで

見学に行く。 

 

・学校でウォシュレットは？ 

→昨年改修した場所は済。それ以前に改修した場所は約50％未満である。 

 

・学校経営計画について、モジュール授業を外してオリジナル教材に変えた理由は？ 

→教員が生徒にあった手作りの教材を作成している。 

・1時間ごとの評価をしつつ、定期考査をやめている高校も。発想の転換もモデル校を参 

考にしながら模索してもいいのでは。 

 

7.その他 

3年生二人組（七福神）がハイスクール漫才で近畿大会優勝！9月1日に決勝！ 

第二回の学校運営協議会は、10月 16日（水）午後2：00実施予定です。 

はじめに、授業見学があり生徒たちの様子を見ていただく予定です。 

 

  


